
衝突 8
乗揚 2
転覆 0
浸水 1
推進器障害 0
舵障害 0
機関故障 1
火災 2
爆発 0
行方不明 0
運航阻害 2
安全阻害 0
その他 2

山口県 1
福岡県 6
佐賀県 1
長崎県 8
大分県 2
県別の表は、各県に所在する海上保安部署において取り扱った海難の合計数を示しています。
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海
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（
速
報
）

種類別

平
成
十
六
年
六
月
分

第
七
管
区
海
上
保
安
本
部

合計18隻

管
内
で
一
六
件
（
一
八
隻
）
の
漁
船
海
難
が
発

生
。
こ
の
う
ち
衝
突
海
難
が
六
件
（
八
隻
。
漁
船
同

士
の
衝
突
が
二
件
。
）
で
し
た
。

　
先
月
に
引
き
続
き
、

衝
突
時
に
操
船
者
が
何
を
し
て
い
た

の
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

･
錨
泊
船
に
気
を
取
ら
れ
、

反
対
舷
の
見
張
り
を
怠
っ

た
。

･
G
P
S
な
ど
の
航
海
計
器
を
操
作
し
て
い
た
。

･
船
体
の
構
造
上
、

前
方
に
大
き
な
死
角
が
あ
っ

た
の
に
、

こ
れ
を
補
う
見
張
り
を
し
な
か
っ

た
。

･
錨
泊
し
、

操
業
の
準
備
な
ど
を
し
て
い
た
。

　
ほ
ぼ
、

先
月
と
同
じ
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
度
、

前
方
に
船
が
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
後
、

前
方

に
船
が
い
な
い
と
思
い
込
ん
だ
ま
ま
、

航
海
計
器
の
操
作
に

集
中
し
て
い
た
り
、

前
方
を
再
確
認
す
る
こ
と
を
怠
っ

た
り

し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

航
走
中
は
、

常
に
前
方
の
見

張
り
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
他
、

心
不
全
や
脳
出
血
な
ど
、

突
発
的
な
病
気
に
よ

り
航
行
不
能
と
な
る
ケ
ー

ス
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。

洋
上
で
意
識
不
明
に
な
れ
ば
、

助
け
を
呼
ぶ
こ
と
す
ら
で
き

ま
せ
ん
。

体
調
管
理
に
も
十
分
留
意
し
ま
し
ょ

う
。

県別

平成16年6月漁船海難発生地点図

漁船海難発生隻数の推移
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最近、漁船の火災海難が増加しています。今月も先月と同
様、2件の火災が発生しました。
①6名乗組みのまぐろはえなわ漁船。航行中、機関室から
出火。既に消火できない状況であり、総員救命ボートで退
船。沈没は免れましたが、船体はほぼ全焼しました。(写
真上)
②1名乗組みの6.4tの漁船。乗船者は付近の船舶に救助さ
れましたが、船体は沈没しました。火災の原因はわかりま
せんが、集魚灯を点灯していたこと、出火前にビルジポン
プを使用したことなどから、発電機の不良などが原因では
ないかと考えられています。(写真下)
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